
S H I N O BAZU   I KEMACH I   M EETI N G   CO N CEPT   BOO K ｜  2 02 1  -  2 023

し の ば ず い け ま ち 研 究 会
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。



ま ち づ く り は 、 ク ル マ か ら ヒ ト へ 。

上 野 は 、 豊 か な 街 路 文 化 の ま ち 。

不 忍 通 り は 、 も っ と ヒ ト 優 先 に な れ る 。

目 指 す の は 「 不 忍 池 と と も に 生 き る ま ち 」。

「 し の ば ず い け ま ち 研 究 会 」

調 査 の ま と め ① 　 不 忍 通 り の 移 り 変 わ り

調 査 の ま と め ② 　 不 忍 池 が 纏 う 文 化 性

調 査 の ま と め ③ 　 不 忍 通 り の い ま

ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 意 見

“ ほ こ み ち 制 度 ” を 使 っ て み る 。

不 忍 通 り で 掲 げ る  ６ つ の コ ン セ プ ト

も し も 車 道 を 狭 め る こ と が で き た な ら 。

こ ん な 車 線 の 減 ら し 方 が あ る の で は ？

育 て た い 、 こ ん な 風 景 や ア ク テ ィ ビ テ ィ 。

こ ん な 機 能 も 組 み 込 め る か も 。

音 楽 堂 も 時 代 に あ わ せ て 見 直 し た い 。

で き る こ と か ら 、 ア ク シ ョ ン を 展 開 中 。

照 明 実 験  i n  不 忍 池 の ほ と り

不 忍 池 ブ ッ ク カ フ ェ  池 の ほ と り の 本 の み ち

“  三 角 広 場  ”  日 替 り ブ ッ ク カ フ ェ

最 先 端 の ウ ォ ー カ ブ ル 都 市 を 目 指 し て …

こ の 冊 子 に つ い て ／ 研 究 会 参 加 メ ン バ ー 一 覧
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ま ち づ く り は 、 ク ル マ か ら ヒ ト へ 。
「 ウ ォ ー カ ブ ル 」 が 世 界 で 、 日 本 で 、 進 ん で い ま す 。

台 東 区 の 「 上 野 地 区 ま ち づ く り ビ ジ ョ ン 」 の 中 で

も 、 地 区 全 体 で 取 り 組 む べ き ま ち づ く り の 方 向 性 と

し て 、「 歩 行 者 優 先 の わ か り や す い 都 市 空 間 の 創 出 」

と 「 杜 と ま ち を つ な ぐ 歩 行 者 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 」

が 掲 げ ら れ て い る 。

す で に 上 野 に お い て も 上 野 駅 公 園 口 の ロ ー タ リ ー 化

に よ る 歩 行 者 優 先 の 空 間 整 備 が 実 現 し た ほ か 、 上

野 〜 湯 島 を つ な ぐ 仲 町 通 り で の 「 ガ イ ト ウ ス タ ン

ド 」 を 活 用 し た 新 し い ス タ イ ル の 道 路 利 活 用 な ど 、

ウ ォ ー カ ブ ル な ま ち づ く り が 芽 生 え つ つ あ る 。

台 東 区 の
ま ち づ く り ビ ジ ョ ン 4 ) で も 。

上 野 で も
は じ ま り つ つ あ る 動 き 。

世 界 の 多 く の 都 市 で 、 ま ち な か を ク ル マ 中 心 か ら ヒ

ト 中 心 の 空 間 へ と 転 換 し 、 人 々 が 集 い 、 憩 い 、 多 様

な 活 動 を 繰 り 広 げ る 場 へ 改 変 す る 取 り 組 み が 進 め ら

れ て い る 。 東 京 で も 池 袋 や 新 宿 、 渋 谷 な ど が 、 積 極

的 に ウ ォ ー カ ブ ル な ま ち づ く り に 取 り 組 ん で い る 。

池 袋 駅 東 口 ・ グ リ ー ン 大 通 り の 将 来 イ メ ー ジ 1 )

新 宿 駅 西 口 広 場 2 )・ 渋 谷 駅 周 辺 3 ) の 将 来 イ メ ー ジ

各 地 の 事 例
池 袋 も 、 新 宿 も 、 渋 谷 も 。

上 野 駅 公 園 口 ガ イ ト ウ ス タ ン ド

1 )  池 袋 駅 周 辺 地 域 再 生 委 員 会 『 池 袋 駅 周 辺 地 域 基 盤 整 備 方 針 2 0 1 8 』 2 0 1 8 年 5 月
2 )  東 京 都 ・ 新 宿 区 『 新 宿 駅 直 近 地 区 に 係 る 都 市 計 画 案 に つ い て 』 2 0 1 9 年 9 月
3 )  渋 谷 区 『 渋 谷 駅 周 辺 ま ち づ く り 基 本 理 念 』 2 0 2 0 年 4 月
4 )  台 東 区 『 上 野 地 区 ま ち づ く り ビ ジ ョ ン 』 2 0 2 0 年 3 月
5 ） 久 保 田 尚 ら の 研 究 チ ー ム に よ る 一 連 の 研 究 （ 佐 藤 学 ほ か 『 歩 行 者 の 笑 顔 に 着 目 し た 歩 行 空 間 評 価
　  指 標 に 関 す る 研 究 』 土 木 計 画 学 研 究 ・ 論 文 集  第 3 1 巻 , 2 0 1 4 な ど ）
6 ） ニ ュ ー ヨ ー ク 市 交 通 局 『 T he  E conom i c  B ene f i t s  o f  Su s t a i nab le  S t r e e t s 』 2 0 1 4 年 1 月

2 3

歩 行 者 優 先 だ と 笑 顔 が 増 え る

歩 行 者 優 先 だ と 売 上 が 増 え る

C O L U M N   コ ラ ム

埼 玉 大 学 チ ー ム の 調 査 研 究 5 ) に よ る と 、 歩 行 者

天 国 時 は 通 常 時 に 比 べ 、 歩 行 者 に 笑 顔 が 増 え る 傾

向 が あ る と 報 告 さ れ て い る 。

通 常 時 で も 、 そ の 道 路 に お け る 自 動 車 が 少 な い ほ

ど 、 複 数 人 で 歩 く 場 合 ほ ど 、 あ る い は 沿 道 に 花 屋

や 商 業 施 設 が 多 い 場 合 ほ ど 、 歩 行 者 の 笑 顔 が 多 く

な る と い う 分 析 結 果 が 出 て い る 。

た だ し 、 歩 道 が 広 い と 自 転 車 と の バ ッ テ ィ ン グ が

増 え 、 笑 顔 度 が 下 が る 傾 向 も あ る と い う 。

大 胆 な 道 路 空 間 改 善 を 次 々 進 め て い る ニ ュ ー

ヨ ー ク 市 交 通 局 の レ ポ ー ト 6 ) で は 、 そ の 経 済 効

果 を し っ か り と 測 定 し 、 公 開 し て い る 。

道 路 の 余 剰 空 間 に 広 場 を つ く っ た 3 地 区 、 道 路

構 成 を 見 直 し た 4 地 区 の 計 7 地 区 で 消 費 税 デ ー

タ を も と に 周 辺 店 舗 の 売 上 を 分 析 し た と こ ろ 、 7

地 区 の う ち 6 地 区 で 、 明 ら か な 売 上 増 が 確 認 さ

れ て い る 。



上 野 は 、 豊 か な 街 路 文 化 の ま ち 。
こ の ま ち こ そ 、 東 京 を 代 表 す る ウ ォ ー カ ブ ル 先 進 地 に な れ る は ず 。

上 野 は 歴 史 的 に も 、 路 上 空 間 が 様 々 な 形 で 豊 か に 利 用 さ れ て き た ま ち だ 。

寛 永 寺 参 道 と し て 栄 え た 「 上 野 広 小 路 」。 北 の 玄 関 口 と し て 賑 わ い を 見 せ

た 上 野 周 辺 に は 路 面 電 車 が ３ 系 統 走 り 、「 東 洋 一 長 い 歩 行 者 天 国 」 も あ っ

た 。 そ し て 、 間 口 の 狭 い 店 が 立 ち 並 ぶ 「 ア メ ヤ 横 丁 」 は 、 現 在 で も 上 野

の 路 上 文 化 の シ ン ボ ル と し て 多 く の 観 光 客 を 呼 び 寄 せ て い る 。

自 動 車 の 増 加 に 合 わ せ 、 渋 滞 解 消 の た め に 上 野 駅 前 は 徐 々 に 自 動 車 優 位

の 空 間 と な り 、 歩 行 者 の 利 便 性 は 下 が る 一 方 と な っ た 。 来 訪 者 誘 致 の た

め の 巨 大 地 下 駐 車 場 も 整 備 さ れ る が 、 実 際 の 来 訪 者 は ９ 割 以 上 が 公 共 交

通 を 利 用 し て い る 。 上 野 を 訪 れ た 人 々 を ま ず 迎 え 入 れ る 風 景 が 駅 前 に 広

が る タ ク シ ー 広 場 や 幹 線 道 路 と な っ て い る の は あ ま り に も っ た い な い 。

1 ）『 台 東 区 今 昔 物 語 　 第 1 2 回 上 野 広 小 路 』 ht t p : / / w w w.e - nav i l i f e .com / t a i t o / s t o r y / 0 6 / 0 6 / i nd e x . ht ml
2 ） 台 東 区 『 平 成 3 0 年 度 　 台 東 区 観 光 統 計 ・ マ ー ケ テ ィ ン グ 調 査 報 告 書 』 2 0 1 8
3 ） 上 野 観 光 連 盟 『 上 野 公 園 と そ の 周 辺 目 で み る 百 年 の 歩 み 』 1 9 7 3 よ り  1 9 7 2 年 4 月 の 上 野 広 小 路 の 歩 行 者 天 国
4 ） 保 坂 三 蔵 編 『 東 京 上 野 の 五 百 年 』 1 9 8 3 ,  東 洋 堂 企 画 出 版 社 よ り 引 用

「 上 野 広 小 路 」 1 ） 「 ア メ ヤ 横 丁 」 上 野 来 訪 者 の 交 通 手 段 2 )

「 歩 行 者 天 国 」 3 ） 「 外 飲 み 」 「 路 面 電 車 」 4 ） 上 野 の 歩 行 者 空 間

か つ て の ホ コ 天 を は じ め 、
街 路 文 化 が 豊 か な 上 野 。

し か し 実 空 間 は 、
ほ と ん ど ク ル マ の た め 。

園路 歩道 高架下通路・建物通り抜け

広 い 車 道 に 比 べ て 細 い 歩 道

閉鎖的な音楽堂バックヤード

緑 豊 か な 不 忍 池 畔 遊 歩 道

駅 前 に 広 が る タ ク シ ー 広 場

片 側 3 車 線 の 大 き な 交 差 点

車 道 が 分 断 す る 池 と ま ち

4 5



不 忍 通 り の 同 区 間 は 片 側 2 車 線 、 交 差 点 付 近 で は 最

大 で 5 車 線 。 道 路 幅 員 は 約 2 4 m で 、 う ち 歩 道 は 約

3 m し か な く 、 約 1 7 m が 車 の た め の 空 間 として 計

画されてい る 。

周 辺 の 幹 線 道 路 に 比 べ ると自 動 車 交 通 量 は 少 な い 印

象 が あり、 閑 散 と し て い る こ と も 多 い 通 り で あ る 。

現 状 の 不 忍 通 り は
最 大 で 5 車 線

例 え ば こ ん な ス ト リ ー ト も 、 幅 員 は 不 忍 通 り と 同 程 度 。

丸 の 内 仲 通り
千 代 田 区 ／幅 員 2 1 m

大 手 モール
富 山 市／幅 員 2 7 m

新 宿モア 4 番 街
新 宿 区 ／幅 員 2 2 m

三宮 中 央 通り
神 戸 市／幅 員 2 5 m

現況
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不 忍 通 り は 、 も っ と ヒ ト 優 先 に な れ る 。
池 と ま ち の 接 点 か ら 、 上 野 の ウ ォ ー カ ブ ル を 構 想 す る 。

着 目 す る の は 、
不 忍 池 の 南 側 の 区 間 。

上 野 駅
京 成 上 野 駅

ア メ 横 エ リ ア

ガ イ ト ウ ス タ ン ド

老 舗
食 文 化

ア ー ツ 千 代 田 3 3 3 1湯 島 駅

上 野 御 徒 町 駅

上 野
広 小 路

袴 腰 広 場

下 町
風 俗 資 料 館

上 野
公 園

不 忍 池

音 楽 堂

不 忍 通 り
不 忍 通 り

旧 岩 崎 邸
庭 園

辯 天 堂

根 津 駅
上 野 動 物 園

高 層
マ ン シ ョ ン

本 郷



8 9

目 指 す の は「 不 忍 池 と と も に 生 き る ま ち 」。
「 ウ ォ ー カ ブ ル 」 で 、 池 と ま ち を つ な ぎ な お そ う 。

池 と ま ち が つ な が れ ば 、
山 と ま ち も つ な が る は ず 。

上 野 の 山

池 の ほ と り

上 野 の ま ち

不 忍 通 り

仲 町
通 り

中 央 通 り

水 上 音 楽 堂

不 忍 池
辯 天 堂

博 物 館
美 術 館 群

上 野 の ま ち の 積 年 の 課 題 は 「 山 か ら 人 が 降 り て こ な い 」 こ と だ と

言 わ れ て い る 。 不 忍 通 り が も っ と 渡 り た く な る 環 境 に な り 、 ま ち

と 不 忍 池 が 溶 け 合 う よ う な 関 係 を つ く り た い 。そ う な れ ば き っ と 、

上 野 の 山 と 上 野 の ま ち の つ な が り も 生 ま れ て く る は ず 。
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2 0 2 1 年 5 月 、 ス タ ー ト 。

「 し の ば ず い け ま ち 研 究 会 」

# 2  2 0 2 1 . 0 7 . 1 9 # 4  2 0 2 1 . 1 0 . 0 4 # 6   2 0 2 1 . 1 2 . 1 6# 3  2 0 2 1 . 0 8 . 3 1 # 5   2 0 2 1 . 1 1 . 2 2 # 7  2 0 2 2 . 0 2 . 0 9

不 忍 通 り か ら 人 の た め の 空 間 を つ く り 出 し 、 ウ ォ ー カ ブ ル な 都 市 ・ 上 野 を 目 指 す こ と を テ ー マ に 、 月 1 回 の 勉 強 会 が ス タ ー ト し た 。

中 心 メ ン バ ー は 、沿 道 の 地 元 関 係 者 の 方 々 、界 隈 の 新 し い ま ち づ く り を 志 す 方 々 、東 京 大 学 都 市 工 学 科 の 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室 の 面 々 。

あ る 時 は 地 元 の 空 き ス ナ ッ ク に 、 あ る 時 は オ ン ラ イ ン で 。 事 例 を 学 び な が ら 、 模 型 を 囲 ん で 、 フ ラ ッ ト な 関 係 で 議 論 を 行 っ て い る 。

「 し の ば ず い け ま ち 研 究 会 」 の ネ ー ミ ン グ も 、 勉 強 会 参 加 者 の 発 案 か ら 決 定 し た も の だ 。

# 1   2 0 2 1 . 0 7 . 1 9

ほ こ み ち
制 度 と は

全 国 の
道 路 利 活 用

上 野 の
道 路 構 造

東 大 院 生 の
調 査 ＆ 提 案

東 大
中 村 文 彦 先 生

レ ク チ ャ ー

空 きス ナ ック
で の 議 論

行 政 の 取 組
レ ビュー

通 り や
音 楽 堂 の

歴 史

関 内 の
活 動 紹 介

C G
検 討

アク ション
の 検 討

不 忍 通 り
模 型

# 8  2 0 2 2 . 0 4 . 1 1 # 1 0  2 0 2 2 . 0 6 . 1 3# 9  2 0 2 2 . 0 5 . 1 1

交 通 量
調 査

観 光 バ ス
調 査

アートラ イ ブ
P e a c e  o f  

L i g h t

コ ン セ プト
ブック 発 行

地 下 駐 車 場
調 査

日 大 泉 山 塁 威
先 生 レ ク チ ャ ー

路 上 ビ ア テ ラス
P e a c e  o f  

B e e r !
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# 1 2  2 0 2 2 . 1 0 . 1 1 # 1 4  2 0 2 2 . 1 2 . 2 2 # 1 6  2 0 2 3 . 4 . 1 0# 1 3  2 0 2 2 . 1 1 . 1 4 # 1 5   2 0 2 3 . 2 . 1 4 # 1 7  2 0 2 3 . 5 . 3 0# 1 1  2 0 2 2 . 0 8 . 2 2 # 1 8  2 0 2 3 . 7 . 2 0 # 2 0  2 0 2 3 . 1 0 . 1 6# 1 9  2 0 2 3 . 8 . 3 0

都 電 路 線 跡
の 調 査 不 忍 通 り

意 見 交 換 会

照 明 デ ザ イナ ー
角 館 まさ ひ で 氏

レ ク チ ャ ー

元 黒 門 町
調 査

まち づ くり 協 議 会
意 見 交 換

喫 煙 所
デ ザ イン 提 案

し の ば ず
和 め ぐ り

三 角 広 場
社 会 実 験

不 忍 池 の
錦 絵 収 集

社 会 実 験
事 例 調 査

い け まち
ウォ ー ク

照 明 実 験 &
印 象 評 価

上 野 公 園
1 5 0 周 年

イベ ント 協 力

イラスト ベ ース
で の 議 論

路 上 空 間 活 用
イベ ント

本 を 活 か し た
場 づ くり

地 元 住 民 か ら 沿 道 事 業 者 、 学 生 ま で 分 け 隔 て な く 議 論 。 2 年 目 の 後 半 か ら は 、こ れ ま で の 調 査 や 議 論 を も と に 、不 忍 通 り と そ の 周 辺 で 積 極 的 に イ ベ ン ト や 社 会 実 験 を 実 施 。 コ ン セ プ ト ブ ッ

ク を 指 針 と し て 、 ア ク シ ョ ン の 内 容 を 参 加 者 全 員 で 議 論 し 、 周 辺 団 体 と の 意 見 交 換 も 織 り 込 み 、 様 々 な 企 画 を 進 め て い る 。

イ ベ ン ト や 社 会 実 験 を 通 じ て 、 ア ン ケ ー ト 調 査 や ア ク テ ィ ビ テ ィ 調 査 を 実 施 し て き た ほ か 、 参 加 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク も 踏 ま え

な が ら 、 不 忍 池 と ま ち を つ な げ る こ と の 意 味 と 可 能 性 を 共 有 。 今 後 の 課 題 も よ り 明 確 に 現 れ て き た 。
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● 忍 川 暗 渠 化 ・ 三 橋 撤 去1916

江戸時代
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2014
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1992
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1875
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1930 ごろ

1946

1952

1968
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1973

2009
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● 不 忍 池 地 下 駐 車 場 建 設 計 画

●区 立 下 町 風 俗 資 料 館 開 館

●成 田 空 港 開 業

● 初 代 音 楽 堂 完 成

● 不 忍 池 で 納 涼 大 会 開 催

●中 央 通り側 公 衆トイレ 改 修

● 蓮 見デッキ 整 備

● 蓮 見 茶 屋 開 業

● 蓮 見 茶 屋 閉 業

●バス停 設 置

● 公 園 の 夜 間 開 放 許 可

● 汚 水 流 入 を 防 ぐ た め の
　 水 路 ＋ 三 橋 設 置

上 野 全 体不 忍 通り周 辺

● 道 路 拡 幅

● 池 の 水 が 落 と さ れ 上 野 田 圃 に

●上 野 地 区 ホコ天 終 了
　 旧 岩 崎 邸 庭 園 開 園

●二代 目 音 楽 堂 完 成
　 植 栽 帯・園 路 整 備

●上 野 恩 賜 公 園 再 生 基 本 計 画

●上 野 ー 銀 座 間 のホコ天 開 始

● 都 電 廃 止

● 都 電 開 業

● 不 忍 池 を 公 園 地 に 併 合

● 東 京 勧 業 博 覧 会

●トロリーバス 開 業

●トロリーバス 閉 業・
　 都 営 バス 開 通

●小 規 模 低 層 の 建 物 中 心

● 地 下 駐 車 場 出口 設 置

左上地図　 『明治四十一年一月調査東京下谷区全図』台東区立中央図書館所蔵　撮影：大倉保五郎

右上写真 　『不忍池南側 ( 水上音楽堂前交差点 )』台東区立中央図書館所蔵　撮影：台東区

右上から二番目　 『不忍池南側 ( 水上音楽堂前交差点 )』台東区立中央図書館所蔵　撮影：台東区

右上から三番目　『不忍池南側 ( 水上音楽堂前交差点 )』台東区立中央図書館所蔵　撮影：台東区

右下写真　台東区立中央図書館所蔵　撮影：台東区

（※上記 5 点いずれもトリミング加工実施）

不 忍 通 り の
移 り 変 わ り
調 査 の ま と め ❶
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▲ 水 上音 楽 堂×デジタル掛け軸（2021）▲不忍池 地下駐 車 場計画（19 8 6 -）9)▲不忍池 野 球 場 建 設 計画（1950）8)

▲江 戸趣 味 納涼大 会 7)

▲ 1951 年 夏に開催された納涼 祭 6)

▲横山松三 郎が 門弟越しに撮 影した不忍池 (1872)2) ▲絵 葉 書／上野 眼科 病 院 屋上より不忍池を望む (1929)

ヨミダス歴史館 読売新聞 1950年1⽉7⽇ ⼣刊 2 ページ

東京⼤学附属図書館 2022年3⽉27⽇19:02

(C)読売新聞社 無断転載・複製禁⽌。放送、出版等での⼆次利⽤の際は 

読売新聞知的財産担当（mail: t-chizai06@yomiuri.com tel:03-6739-6961)まで。

             

ヨミダス歴史館 読売新聞 1989年10⽉10⽇ 朝刊 27 ページ

東京⼤学附属図書館 2022年3⽉27⽇19:24

(C)読売新聞社 無断転載・複製禁⽌。放送、出版等での⼆次利⽤の際は 

読売新聞知的財産担当（mail: t-chizai06@yomiuri.com tel:03-6739-6961)まで。

             

不 忍 池 と ま ち は 、 平 ら に つ な が り あ い 、 深 く 関 わ り 合 う 。

江 戸 時 代 か ら 現 在 に 至 る ま で 、 池 を 生 活 、 文 化 、 産 業 、

芸 術 、 眺 望 な ど 様 々 に 取 り 入 れ て き た 。 戦 後 の 田 圃 化 を

経 て 、 野 球 場 建 設 計 画 や 戦 後 の 地 下 駐 車 場 計 画 な ど 、 不

忍 池 の 危 機 は い つ も 、 地 元 が 声 を 上 げ て 乗 り 越 え て き た 。

池 畔 と い う 独 特 の 環 境 と 雰 囲 気 は 、 文 化 人 を 惹 き つ け る 。

茶 屋 の 艶 や か な 賑 わ い 、 文 明 開 化 に よ る 激 変 な ど 不 忍 池

を 舞 台 と し た 数 々 の 出 来 事 は 、 絵 図 や 文 学 作 品 に 描 か れ

て き た 。 不 忍 池 は 物 語 を 生 み 出 し 続 け る 場 所 な の で あ る 。

水 上 音 楽 堂 は 戦 後 、 不 忍 池 へ の 野 球 場 建 設 計 画 に 反 対 し

た 住 民 運 動 を 踏 ま え て 、 1 9 5 3 年 に 石 川 栄 耀 に よ っ て 実

現 さ れ た 。 ま ち が 池 を 守 っ た シ ン ボ ル と し て の 施 設 で あ

る 。 そ の 初 代 は 舞 台 の 背 景 が 不 忍 池 と な っ て お り 、 ま ち

に も 池 に も 開 か れ た 空 間 構 成 を 取 っ て い た 。

16 17

不 忍 池 が 纏 う
文 化 性
調 査 の ま と め ❷
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上 野 の 文 化 性 は
池 へ の 慈 し み と と も に

水 上 音 楽 堂 は
池 と ま ち の シ ン ボ ル

▲歌 川 広 重「 江 戸 高 名 会 亭 尽  池 之 端 」1 )

po i nt

 1

po i nt

 2

po i nt

 3

1 )  国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル コ レ ク シ ョ ン 『 錦 絵 で た の し む 江 戸 の 名 所 』
2 )  ジ ャ パ ン ア ー カ イ ブ ス
3 ) 『 誹 風 末 摘 花 』 初 編 よ り 引 用
4 )  小 林 畿 英 《 上 野 乃 満 花 不 忍 競 馬 之 図 》 1 8 8 9 年
5 )  地 理 院 地 図 よ り 作 成
6 ) 『 上 野 繁 昌 史 』 よ り 引 用
7 ) 『 上 野 繁 昌 史 』 よ り 引 用
8 ） 読 売 新 聞  1 9 5 0 . 0 1 . 0 7 夕 刊
9 ） 読 売 新 聞  1 9 8 9 . 1 0 . 1 0 朝 刊

文 学 の 薫 り 高 い 不 忍 池

守る

考える

祈る

集う

活 かす

癒し

のぞむあそぶ

▲不 忍 池 の 出 合 茶 屋 で の 逢 い 引 き 3 )

▲池 畔の競 馬 場 の 賑 わ い を 描 い た 錦 絵 4 ) ▲不 忍 池 周 辺 の 地 形 5 )

詠む

出
合
茶
屋

出
合
茶
屋

し
の
ぶ
が
岡
は
も
つ
と
も
な

し
の
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が
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は
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つ
と
も
な
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誹
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多
留
・
五
篇
』

『
誹
風
柳
多
留
・
五
篇
』(1770)

(1770)

描く

100 m

谷田川・藍染川
上野台・忍ヶ岡

忍川

本郷台・向ヶ岡

不忍池
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建 物 低 層 部 分 用 途 調 査  　 2 0 2 4 . 3

上 野 公 園 ・ 不 忍 通 り・ 仲 町 通 り
歩 行 者 数 の 比 較（ 休 日 ・ 昼 ）

2 0 2 1 . 6

路 上 駐 車 台 数（ 平 日・昼 ）
2 0 2 3 . 1 1

路 上 駐 車 台 数（ 休 日 ・ 昼 ）
2 0 2 3 . 1 1

ア メ 横 ・ 春 日 通 りと の
歩 行 者 数 の 比 較（ 休 日 ・ 昼 ）

2 0 2 1 . 7

不 忍 通 り の
い ま
調 査 の ま と め ❸

18



水上音楽堂をなんとかしたい

音楽堂まわりの裏感

池という特異性を生かす

まち側の屋上を活用したい

池側に顔を向けるビルが少ない・

夜の照明実験は
手始めによさそう

カーテンのような覆いで内と外を分けている
池や緑と一体になったステージがつくれるのでは

水上音楽堂が背を向け裏側感が強い
バックヤードのあり方が課題
音楽堂脇のトイレは悲惨

北側の道は暗くて狭く、西側はうっそうとしている

樹木ライトアップして植栽帯を鑑賞対象にできないか
LEDだと電気代安いしライトアップ実験はいいかも

公園で夜も飲めるテラスとかあったら行きたい

蓮がない時は池を使ったイベントができるかも
もう一度蓮を名物にすることもあり得る

記憶を再発掘して、現代にあった形で再生する
不忍池でも地産地消

ライトアップなどがされていると良い
商店会で定期的に借りてみてはどうか

リニューアルされてデザイン性も上がると良い

・公演の前後に使える場所になる可能性があるのでは

仲町側のちょっと猥雑な感じと、不忍通り側のおしゃれな感じはいい対比になりそう

文化的な要素とお酒を掛け合わせたい

東大・芸大の学園的なことについてコンセプトとして立てられるかも

一段上がったほうが水面は見える
高木があるため池が見えるのは 6F以上

公園内外の境界を
やわらげたい

余計な境界が多い
樹木の遮蔽が強すぎる

樹木の適正な管理がされていないのでは

植栽帯が広過ぎて分断されている
幹線道路の遮蔽が目的の樹木帯では

子どもや近隣住民の
　　　ことも考えたい

子供連れや犬の散歩などで滞在できる場所がない
以前はこのあたりに児童遊園があった
最近保育園のお子さんが通るのをよく見る

公園をまちが
使いこなしたい

USBがあれば充電しながらコーヒー飲んで仕事したりみたいなことが

湖畔でお年寄りが運動できるような器具があったらいい
屋台・キッチンカーがあると公園で滞留しながら食べられて嬉しい

ランニングコースなどは面白そう

中央通り寄りは
商業とのつながりを

テラスを作ってパラソルを出してみるとか
このあたりはまち側優先で歩道拡幅するのがよいのでは

荷捌き車両の一時駐車スペースは必要かも

場所によって狙いは変わるかも
ちょっとした実験からはじめたい

このあたりまでは飲食店多いオフィスや物販も多く誰にメリットを提供するか
まち側より公園側に課題が多いところもありそうだ

お祭り時、駐車場出口裏にスツールを出した
実験をするには良い場所かも

まちから働きかけたい

歴史を取り込んだデザインとか、
仲町から文化てきな軸が作れるのでは

夜の安全安心を

ディープな雰囲気になっている

トイレの前は女性は歩きたくない
安心安全は明確な課題

ベンチはホームレス問題がある

20 212120

不 忍 通 り へ の
課 題 と 期 待
ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 意 見



“ ほ こ み ち 制 度 ”
不 忍 通 り に ピ ッ タ リ な 、 で き た ば か り の 新 制 度 。

2 0 2 0 年 1 1 月 に 、 道 路 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、「 ほ こ み ち 制 度 」 が 創 設 さ れ た 。 正 式 名 称 は 「 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 」。
道 路 空 間 を ど の よ う に 使 い た い か を 地 元 主 体 で 決 め て い け る も の で 、 安 心 し て 歩 け る 、 歩 い て い る だ け で 楽 し く な る 、
人 中 心 の 道 路 空 間 が 目 指 さ れ て い る 。 ほ こ み ち 制 度 の 利 用 に は 、 道 路 管 理 者 （ 不 忍 通 り の 場 合 は 東 京 都 ） が ほ こ み ち
区 域 を 道 路 上 に 指 定 す る こ と が 最 初 の ス テ ッ プ と な る 。 指 定 区 域 で は 、 道 路 占 用 許 可 が 柔 軟 に 認 め ら れ 、 様 々 な 施 設
を 設 置 ・ 運 用 で き る 。 個 店 単 位 で も 申 請 可 能 な 制 度 だ が 、 エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト 団 体 や 商 店 街 等 の 組 織 が 占 用 し た い 道
路 を 一 括 管 理 し 、 地 域 に あ っ た 運 用 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。

道 路 を 交 通 処 理 の た め の ス ペ ー ス か ら 、 賑 わ い 創 出 の た め の ス ペ ー ス と 捉 え 直 す 「 ほ こ み ち 」 で は 、 来 街 者 や 歩 行
者 が 街 そ の も の を 楽 し み な が ら 歩 け る こ と は も ち ろ ん 、 周 辺 店 舗 ・ 地 元 商 店 街 ・ 自 治 体 そ れ ぞ れ に と っ て メ リ ッ ト
が あ り 、 三 方 よ し の 状 況 を 生 み 出 す こ と が 可 能 で あ る 。

2 0 2 3 年 5 月 末 時 点 で 、 全 国 4 4 自 治 体 、 計 1 1 9 路 線 が 「 ほ こ み ち 」 に 指 定 さ れ て い る 。 東 京 2 3 区 内 で は 、 港 区
の 新 虎 通 り に 続 い て 台 東 区 の 仲 町 通 り が 2 0 2 3 年 1 2 月 に 2 3 区 内 で 2 番 目 の 指 定 を 受 け た ば か り 。

「 ほ こ み ち 」 で で き る こ と

道 路 構 造 基 準 の イ メ ー ジ 設 置 可 能 な 施 設 例

「 ほ こ み ち 」 の メ リ ッ ト

全 国 各 地 の「 ほ こ み ち 」 事 例

を 使 っ て み る 。

オ ー プ ン カ フ ェ
購 買 施 設

※  制 度 説 明 は 「 ほ こ み ち 研 究 会 」 ホ ー ム ペ ー ジ を 参 考 ・ 引 用
※  一 部 事 例 画 像 は 各 自 治 体 の ホ ー ム ペ ー ジ よ り 引 用

大 阪 － 御 堂 筋 松 本 － 本 町 通 り横 浜 － 日 本 大 通 り 姫 路 － 大 手 前 通 り 上 野 － 仲 町 通 り

ベ ン チ
フ ラ ワ ー ポ ッ ト

サ イ ク ル
ポ ー ト

看 板 ・ ア ー チ
広 告
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• 	 通 行 量 が 増 え 、集 客 が 増 加 す る 。
• 	 オ ー プ ン カ フ ェ 等 を 設 置 し た り

物 品 棚 を 配 置 で き 、 店 舗 面 積 が
実 質 的 に 広 が る 。

• 	 裏 通 り の 店 舗 も ポ ッ プ ア ッ プ ス
ト ア な ど で 表 通 り に 参 加 可 。

• 	 通 行 量 が 増 え 、 地 価 や 賃 料 が 長
期 的 に 見 て 上 昇 す る 。

• 	 道 路 で イ ベ ン ト を 開 き や す い 。
• 	 商 店 会 加 入 の 増 加 が 見 込 め る 。
• 	 広 告 料 収 入 で 維 持 ・ 管 理 費 用 を

賄 う 持 続 的 な 仕 組 み が 可 能 。

• 	 占 用 料 を 得 る こ と が 可 能 。
• 	 地 元 が 道 路 の 日 常 点 検 を 担 っ て

く れ る こ と に よ る 負 担 減 。
• 	 道 路 に 人 目 が 生 ま れ る こ と で 、

地 域 の 美 化 や 治 安 改 善 に も つ な
が る 可 能 性 。

商 店 街 も う れ し い 自 治 体 も う れ し い周 辺 店 舗 も う れ し い
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境 界 を 弱 め 、 も っ と 気 軽 な 行 き 来 を 促 す境 界 を 弱 め 、 も っ と 気 軽 な 行 き 来 を 促 す

「 池 と と も に 生 き る ま ち 」 を 表 現 す る「 池 と と も に 生 き る ま ち 」 を 表 現 す る

ま ち か ら 池 へ 、 池 か ら ま ち へ 。 対 岸 を 近 く 感 じ ら れ る 工 夫 を 重 ね る 。ま ち か ら 池 へ 、 池 か ら ま ち へ 。 対 岸 を 近 く 感 じ ら れ る 工 夫 を 重 ね る 。

地 元 が も っ と 不 忍 池 に 関 わ る 。池 の ほ と り で 過 ご す 。不 忍 通 り が そ の 舞 台 。地 元 が も っ と 不 忍 池 に 関 わ る 。池 の ほ と り で 過 ご す 。不 忍 通 り が そ の 舞 台 。

様 々 な 視 点 か ら 池 を 楽 し め る様 々 な 視 点 か ら 池 を 楽 し め る
立 体 的 に 池 を 享 受 す る 。 屋 上 の 活 用 や 、 視 線 の 抜 け を 考 え る 。立 体 的 に 池 を 享 受 す る 。 屋 上 の 活 用 や 、 視 線 の 抜 け を 考 え る 。

「 音 楽 堂 へ 向 か う み ち 」 と し て 魅 せ る「 音 楽 堂 へ 向 か う み ち 」 と し て 魅 せ る
音 を 楽 し む 。音 楽 堂 か ら の B G M 。鳥 の さ え ず り 。水 の 音 。草 木 の ざ わ め き 。音 を 楽 し む 。音 楽 堂 か ら の B G M 。鳥 の さ え ず り 。水 の 音 。草 木 の ざ わ め き 。

自 然 や 池 に や さ し い 環 境 づ く り自 然 や 池 に や さ し い 環 境 づ く り

夜 訪 れ た く な る 池 の ほ と り へ夜 訪 れ た く な る 池 の ほ と り へ

雨 水 が 染 み 込 み 、 生 き も の と ふ れ あ う 、 公 園 内 に 入 っ た 感 覚 に な る 道 に 。雨 水 が 染 み 込 み 、 生 き も の と ふ れ あ う 、 公 園 内 に 入 っ た 感 覚 に な る 道 に 。

安 心 で 安 全 。 女 性 が 安 心 し て 夜 も そ ぞ ろ 歩 け る 場 所 に 。安 心 で 安 全 。 女 性 が 安 心 し て 夜 も そ ぞ ろ 歩 け る 場 所 に 。

不 忍 通 り で 掲 げ る  ６ つ の コ ン セ プ ト不 忍 通 り で 掲 げ る  ６ つ の コ ン セ プ ト



も し も 車 道 を 狭 め る こ と が で き た な ら
思 い 切 っ て 、 歩 道 を ひ ろ げ る 。

交 通 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を
し て み る と 。

東 京 大 学 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室 が 実 施 し た 交 通 量 調 査 結 果 1) と 平 成 2 7 年 度 道 路 交 通 セ ン サ ス の デ ー タ を 用 い て 、 不 忍 通 り の
混 雑 度 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 現 状 の 不 忍 道 り の 混 雑 度 は 0 . 6 0 と 余 裕 が あ る （ 1 . 0 0 で 設 計 容 量 通 り ）。 不 忍 通 り を
片 側 1 車 線 と し 、 一 定 交 通 量 が 周 辺 の 道 路 に 流 れ た 場 合 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 2) し た と こ ろ 、 そ れ で も 不 忍 道 り の 混 雑 度 は
0 . 7 4 に 留 ま り 、 周 辺 道 路 も 1 . 0 0 を 超 え る こ と は な い と 想 定 さ れ る 。

現 状 の 混 雑 度 片 側 1 車 線 に し た 場 合 の 混 雑 度

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 協 力 ： 坂 田 亮 輔 （ 東 京 大 学 大 学 院 修 士 1 年 ）
1 ) 平 日 昼 に 1 0 分 間 交 通 量 を 測 定 。
2 ) 根 津 ⇄ 不 忍 通 り ⇄ 上 野 駅 を 移 動 す る 自 動 車 は 現 況 マ マ 、 湯 島 天 神 下 ⇄ 不 忍 通 り ⇄ 上 野 駅 、 上 野 広 小 路 ⇄ 不 忍 通 り ⇄ 根 津 を 移 動 す る 自 動 車 の う ち 、 1 2 時 間 当 た り
1 0 0 0 台 分 の 自 動 車 が 春 日 通 り を 通 る と 仮 定 。
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現 状現 状

車 道 を 5 m 狭 め る と …車 道 を 5 m 狭 め る と …

車 道 を 1 0 m 狭 め る と …車 道 を 1 0 m 狭 め る と …

車 道 を 1 5 m 狭 め る と …車 道 を 1 5 m 狭 め る と …



こ ん な 車 線 の 減 ら し 方 が あ る の で は ？
い ろ い ろ 考 え ら れ る 、 ヒ ト 空 間 の 生 み 出 し 方 。

フ レ キ シ ブ ル 車 線 導 入 案 一 方 通 行 案 ロ ー タ リ ー 化 案
pattern

 1
pattern

 2
pattern

 3
片 側 1 車 線 ず つ を 柔 軟 利 用 す る 案 。 曜 日 や 時 間 帯 に よ る 空 間 の 使 い 分 け も 考 え ら れ る 。 東 か ら 西 へ の 一 方 通 行 と す る 案 。 大 幅 に 車 道 を 削 減 し 、 歩 道 を 拡 大 。 東 端 に ロ ー タ リ ー を 設 け 、折 り 返 し ル ー ト に 。 中 央 通 り と の 交 差 点 付 近 に 広 場 が で き る 。

現 状 の 不 忍 通 り
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時 間 帯 に よ っ て 中 央 線 を ず ら す な ど 車 線 を 柔 軟 に 使 う 案 も あ る 十 分 歩 道 が 広 く て 、 道 路 上 カ フ ェ と か も つ く れ そ う で 面 白 い 非 常 に 夢 の あ る 話 。 一 気 に 公 園 っ ぽ く な る

あ ま り 現 状 と 変 わ ら な い 感 じ も す る こ れ く ら い の イ メ ー ジ か ら 社 会 実 験 し て み た い 実 現 性 が 高 い の で は な い か

周 辺 道 路 へ の 交 通 負 荷 は や や 心 配

仲 町 通 り は 反 対 向 き の 一 方 通 行 に し て み た ら ？ 御 徒 町 パ ン ダ 広 場 く ら い の 大 き さ の 広 場 に な り そ う

荷 捌 き や ご み 収 集 の ニ ー ズ を 把 握 す る 必 要 が あ り そ う 車 道 と 歩 道 の 一 体 化 を 不 忍 通 り 全 体 で や る の も 面 白 そ う い ま の 都 バ ス を 前 提 に す る と 回 り き れ な い 。 未 来 の 交 通 手 段 を 想 像 し た い



育 て た い 、 こ ん な 風 景 や ア ク テ ィ ビ テ ィ 。
ア イ デ ア 集 そ の ① 、 使 い こ な し 編 。

音 楽 堂 裏 の 水 路 で 子 ど も た ち と
豊 か な 生 態 系 を 体 感 す る

向 こ う 側 が 前 よ り も 近 く 感 じ る
池 と ま ち 間 の 行 き 来 が し や す く な る

地 元 店 舗 の ポ ッ プ ア ッ プ 出 店 も
夜 の 賑 や か さ は 池 の ほ と り ら し い 風 景

音 楽 堂 か ら 流 れ る 音 楽 や 周 辺 の 音 を
聞 き な が ら ピ ク ニ ッ ク が で き る か も

演 奏 可 能 区 画 を 確 保 し て
音 楽 堂 の あ る 暮 ら し を も っ と 感 じ る

日 常 的 に 健 康 遊 具 の 使 用 や ラ ジ オ 体 操
が お こ な わ れ る 場 所 に し た い

樹 木 や 足 元 を 照 ら す と 明 る く 感 じ る
イ ベ ン ト 時 に は イ ル ミ ネ ー シ ョ ン も

ま ち 側 に も 自 然 を 増 や し た い
参 加 型 の 街 路 景 観 づ く り の 仕 組 み

生 き も の 観 察 も で き る 遊 び 場

思 わ ず 対 岸 へ思 わ ず 対 岸 へ

近 隣 住 民 が ピ ク ニ ッ ク す る 水 辺

日 常 的 に 音 楽 が 聞 こ え て く る
美 し く 安 心 な 光 環 境

地 元 住 民 が 手 入 れ に 参 加地 元 住 民 が 手 入 れ に 参 加

池 の ほ と り に 屋 台 や マ ル シ ェ

身 体 を 動 か す き っ か け が 沢 山
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ま ち か ら 辯 天 堂 を 望 む 軸 線
か つ て の 雪 見 橋 の 風 情 を 取 り 戻 し な が ら

オ ー プ ン テ ラ ス の あ る 店 舗 が 増 え て い く
犬 と 一 緒 に ラ ン チ も で き る

吹 貫 横 丁 が 池 と ま ち の 玄 関 に吹 貫 横 丁 が 池 と ま ち の 玄 関 に
オ ー プ ン テ ラ ス が 連 な っ てオ ー プ ン テ ラ ス が 連 な っ て

散 歩 す る 人 々 が 気 軽 に 通 り 抜 け ら れ る
日 常 的 に 入 れ て 、 憩 え る 場 所

ふ ら っ と 立 ち 寄 れ る 音 楽 堂ふ ら っ と 立 ち 寄 れ る 音 楽 堂



こ ん な 機 能 も 組 み 込 め る か も 。
ア イ デ ア 集 そ の ② 、 機 能 デ ザ イ ン 編 。

音 楽 堂 も 時 代 に あ わ せ て 見 直 し た い 。
ア イ デ ア 集 そ の ③ 、 音 楽 堂 デ ザ イ ン 編 。

上 野 の 山 、 上 野 の ま ち を め ぐ り や す い
観 光 客 の 新 た な 発 着 点 に

テ ラ ス 配 置 や 観 光 バ ス 乗 降 等 の ニ ー ズ を
受 け 止 め る 柔 軟 な レ ー ン を 設 定

道 路 上 に コ ン テ ナ カ フ ェ を 置 き
公 共 ト イ レ の 管 理 に も 目 を 配 っ て も ら う

雨 水 が 景 色 と な り
水 が ゆ っ く り 地 面 に 染 み こ む 雨 の 庭

関 係 車 両 だ け が 進 入 可 能
ス マ ー ト な 車 の コ ン ト ロ ー ル

池 を 眺 め る テ ラ ス を つ く る と
事 業 者 側 に も メ リ ッ ト が あ る 仕 組 み

池 を 眺 め や 音 楽 堂 か ら B G M を
楽 し み な が ら 作 業 が で き る 場 所

バ ス 停 ま わ り か ら 居 心 地 を 向 上
「 待 つ 時 間 」 も 豊 か に

地 域 の 催 し を ア ピ ー ル し た り
広 告 収 益 を 道 路 運 営 に 還 元 す る こ と も
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シ ェ ア サ イ ク ル ポ ー トシ ェ ア サ イ ク ル ポ ー ト

ラ イ ジ ン グ ボ ラ ー ドラ イ ジ ン グ ボ ラ ー ド

充 電 ＆ W i F i ス ポ ッ ト充 電 ＆ W i F i ス ポ ッ ト

コ ン テ ナ カ フ ェコ ン テ ナ カ フ ェ

屋 上 公 開 空 地屋 上 公 開 空 地

デ ジ タ ル 案 内 板デ ジ タ ル 案 内 板

観 光 バ ス 乗 降 ス ペ ー ス観 光 バ ス 乗 降 ス ペ ー ス

レ イ ン ガ ー デ ンレ イ ン ガ ー デ ン

ア ウ ト ド ア オ フ ィ スア ウ ト ド ア オ フ ィ ス

池 が 見 え る池 が 見 え る
客 席 ・ ス テ ー ジ客 席 ・ ス テ ー ジ

バ ッ ク ヤ ー ド （ 演 者 控 え 室バ ッ ク ヤ ー ド （ 演 者 控 え 室
他 ） を し っ か り 充 実 さ せ る他 ） を し っ か り 充 実 さ せ る

バ ッ ク ヤ ー ド の 改 修バ ッ ク ヤ ー ド の 改 修

音 響 設 備 の ス マ ー ト 化音 響 設 備 の ス マ ー ト 化

音 響 設 備 を ま ず は ア ッ プ デ ー ト （ 指 向 性 の音 響 設 備 を ま ず は ア ッ プ デ ー ト （ 指 向 性 の
あ る も の な ど ） し て 、 ま ち 側 に あ ま り 音 があ る も の な ど ） し て 、 ま ち 側 に あ ま り 音 が
流 れ な い よ う に す る流 れ な い よ う に す る

池 に 面 し た池 に 面 し た
カ フ ェ の 併 設カ フ ェ の 併 設

日 常 的 に日 常 的 に
通 り 抜 け で き る 動 線通 り 抜 け で き る 動 線



P e a c e  o f  L i g h tP e a c e  o f  L i g h t
水 上 音 楽 堂 を 活 用 し た 光 と 音 の 複 合 ア ー ト ラ イ ブ水 上 音 楽 堂 を 活 用 し た 光 と 音 の 複 合 ア ー ト ラ イ ブ
主 催 ： ピ ー ス オ ブ ラ イ ト 実 行 委 員 会 ほ か主 催 ： ピ ー ス オ ブ ラ イ ト 実 行 委 員 会 ほ か

2 0 2 12 0 2 1 冬 ／冬 ／ 2 0 2 22 0 2 2 春 ／春 ／ 2 0 2 22 0 2 2 秋 ／秋 ／ 2 0 2 32 0 2 3 秋秋

P e a c e  o f  B e e r !P e a c e  o f  B e e r !
吹 貫 横 丁 を 広 場 化 し た 路 上 ビ ア フ ェ ス吹 貫 横 丁 を 広 場 化 し た 路 上 ビ ア フ ェ ス
主 催 ： ピ ー ス オ ブ ラ イ ト 実 行 委 員 会 ほ か主 催 ： ピ ー ス オ ブ ラ イ ト 実 行 委 員 会 ほ か

2 0 2 22 0 2 2 春 ／春 ／ 2 0 2 22 0 2 2 秋 ／秋 ／ 2 0 2 32 0 2 3 秋秋

い け ま ち ウ ォ ー クい け ま ち ウ ォ ー ク
研 究 会 メ ン バ ー で 現 場 で 課 題 を 共 有 す る ま ち あ る き研 究 会 メ ン バ ー で 現 場 で 課 題 を 共 有 す る ま ち あ る き
主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会

2 0 2 22 0 2 2 夏夏

不 忍 通 り 意 見 交 換 会不 忍 通 り 意 見 交 換 会
都 の 「 東 京 ス ト リ ー ト ヒ ュ ー マ ン 1s t 事 業 」 に 関 す る都 の 「 東 京 ス ト リ ー ト ヒ ュ ー マ ン 1s t 事 業 」 に 関 す る
地 元 関 係 者 へ の 情 報 共 有 と 意 向 収 集地 元 関 係 者 へ の 情 報 共 有 と 意 向 収 集
主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会

2 0 2 22 0 2 2 秋秋

ガ イト ウ ス タ ン ドガ イト ウ ス タ ン ド
ウ ィ ズ コ ロ ナ に 対 応 し たウ ィ ズ コ ロ ナ に 対 応 し た

「 呑 め る 街 灯 」 を 使 っ た 新 し い 路 上 体 験 。「 呑 め る 街 灯 」 を 使 っ た 新 し い 路 上 体 験 。
主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会 ＋ 上 野 二 丁 目 仲 町 通 り 商 店 会 ほ か主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会 ＋ 上 野 二 丁 目 仲 町 通 り 商 店 会 ほ か

2 0 2 02 0 2 0 秋 -秋 -

し の ば ず ホ ッ プ プ ロ ジ ェ クトし の ば ず ホ ッ プ プ ロ ジ ェ クト
不 忍 池 を 望 む 屋 上 空 間 を 活 用 し た 地 産 地 消 の ビ ー ル づ く り不 忍 池 を 望 む 屋 上 空 間 を 活 用 し た 地 産 地 消 の ビ ー ル づ く り
主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会 ＋ ア ー ツ ア ン ド ス ナ ッ ク 運 動 実 行 委 員 会 ほ か主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会 ＋ ア ー ツ ア ン ド ス ナ ッ ク 運 動 実 行 委 員 会 ほ か

2 0 2 1 -2 0 2 1 -

ア ー ツ & ス ナ ッ ク 運 動ア ー ツ & ス ナ ッ ク 運 動
空 き ス ナ ッ ク を 活 用 し た 歓 楽 街 回 遊 型 ア ー ツ イ ベ ン ト空 き ス ナ ッ ク を 活 用 し た 歓 楽 街 回 遊 型 ア ー ツ イ ベ ン ト
主 催 ： ア ー ツ ア ン ド ス ナ ッ ク 運 動 実 行 委 員 会 ほ か主 催 ： ア ー ツ ア ン ド ス ナ ッ ク 運 動 実 行 委 員 会 ほ か

2 0 1 92 0 1 9 秋 ／ 2 0 2 1 秋秋 ／ 2 0 2 1 秋

仲 町 通 り テ ラ ス 席 の「 ほ こ み ち 」 指 定仲 町 通 り テ ラ ス 席 の「 ほ こ み ち 」 指 定
ガ イ ト ウ ス タ ン ド （ 2 0 2 0 年 〜 ） や し の ば ず ナ イ ト テ ラ スガ イ ト ウ ス タ ン ド （ 2 0 2 0 年 〜 ） や し の ば ず ナ イ ト テ ラ ス

（ 2 0 2 2 年 〜 ） を 踏 ま え た 、“ 2 3 区 内 区 道 初 ” の ほ こ み ち 指 定 。（ 2 0 2 2 年 〜 ） を 踏 ま え た 、“ 2 3 区 内 区 道 初 ” の ほ こ み ち 指 定 。
主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会主 催 ： 池 之 端 仲 町 商 店 会

2 0 2 32 0 2 3 冬冬

池 の ほ と り の 本 の み ち池 の ほ と り の 本 の み ち
本 を テ ー マ と し た 公 園 ＆ 道 路 一 体 活 用 実 験 イ ベ ン ト本 を テ ー マ と し た 公 園 ＆ 道 路 一 体 活 用 実 験 イ ベ ン ト
主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 上 野 元 黒 門 町 会 ＋ 池 之 端 仲 町 商 店 会主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 上 野 元 黒 門 町 会 ＋ 池 之 端 仲 町 商 店 会

2 0 2 32 0 2 3 秋秋

P 3 8 - P 4 1

照 明 実 験 i n 不 忍 池 の ほ と り照 明 実 験 i n 不 忍 池 の ほ と り
公 園 内 の 夜 間 環 境 改 善 実 験 と 利 用 者 の 意 見 収 集公 園 内 の 夜 間 環 境 改 善 実 験 と 利 用 者 の 意 見 収 集
主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 東 京 大 学 大 学 院 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 東 京 大 学 大 学 院 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室

2 0 2 22 0 2 2 秋秋

P 3 6 - P 3 7

不 忍 通 り “ 三 角 広 場 ”不 忍 通 り “ 三 角 広 場 ”
日 替 り ブ ッ ク カ フ ェ日 替 り ブ ッ ク カ フ ェ

「 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 （ ほ こ み ち ）」 指 定 を 目 指 し た 社 会 実 験 第 1 弾「 歩 行 者 利 便 増 進 道 路 （ ほ こ み ち ）」 指 定 を 目 指 し た 社 会 実 験 第 1 弾
主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 上 野 元 黒 門 町 会 ＋ 池 之 端 仲 町 商 店 会主 催 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 ＋ 上 野 元 黒 門 町 会 ＋ 池 之 端 仲 町 商 店 会

2 0 2 32 0 2 3 秋秋

P 4 2 - P 4 3

で き る こ と か ら 、 ア ク シ ョ ン を 展 開 中 。
い ろ ん な ス タ イ ル で 、 地 域 の 方 々 と 実 験 を 重 ね な が ら 。

34 35



照 明 実 験  i n  不 忍 池 の ほ と り
a c t i o n 1 : 公 園 内 の 夜 間 環 境 改 善 実 験 と 利 用 者 の 意 見 収 集

路 面 照 度 を 保 つ 照 明 か ら 、 資 源 を 照 ら し 人 が 滞 在 し た く な る 照 明 へ

夜 間 の 不 忍 池 南 側 は 、照 明 の 暗 さ や 鬱 蒼 と し た 植 樹 帯 に よ り 人 々 が 近 寄 り が た い 空 間 だ っ た 。 そ こ で 、植 栽 や 池 を 照 ら し て
滞 留 空 間 を 設 え 、通 り か ら 人 の 姿 を 可 視 化 す る こ と で 、空 間 の 魅 力 を 向 上 さ せ 、い け・ま ち 間 の 回 遊 性 を 高 め る 実 験 を 行 っ た 。

P
P

P

P

吹
貫
横
丁

1/500

不忍池

不忍通り

水上音楽堂

0 30mN

0 5 10 25 50m

既存照明
パラソル
ベンチ

ポール照明
竹棒ポール照明
電球型照明など

縁石シート

After

Before

P l a n

向こうの 通りにも 賑 わいが 伝 わった

植 栽 や 池 が 印 象 に 残 る
　 　 　 　 　 　 ように なった

明 る く 照 ら さ れ た 不 忍 池 周 辺 を 多 く の 人 が 快 適 に 滞 留

デッキ入 口に目印を

蓮 に 隠 れ たデッキ上の 動 線を可 視 化 する

滝 音と光 で ダイナミックな 印 象 に

視 認 性 の ベンチで
回 遊 後 の 滞 留を 誘 発

Q. 通りから入りたいか？ Q. 不 忍 池 で 滞 在 し た い か ？ Q. 子 ど も を 安 心 し て
Q. 通 行 さ せ ら れ る か ？

3.2 倍

池 や 植 栽 が 照 ら さ れ 、 歩 き や す く な っ た と 好 評 の 声池 や 植 栽 が 照 ら さ れ 、 歩 き や す く な っ た と 好 評 の 声

2.3 倍

夜 間 の 滞 留 者 数 が 増 加 し 、 男 女 と も に 特 に 若 者 の 滞 留 が 増 え た夜 間 の 滞 留 者 数 が 増 加 し 、 男 女 と も に 特 に 若 者 の 滞 留 が 増 え た

2.3 倍

通 り と 公 園 が よ り
繋 が っ た と 感 じ る

1 6 名

3 7 名

照明なし 照明あり

1 5 名

3 5 名

照明なし 照明あり
6 名

1 9 名

照明なし 照明あり

場所　不忍池南側公園内
内容　スキャニング調査による滞留者数合計
条件　平日・晴天時・3 時点（左記時間帯）

居 心 地 が よ く な り
滞 在 し や す く な っ た

通 り も 公 園 も
安 心 し て 過 ご せ る

通行者へのアンケート調査（n=37）

1 7 : 0 0

9 / 2 7 火

9 / 2 2 木

照 明 な し
照 明 あ り 9 / 2 6 金

9 / 2 7 火

1 9 : 0 0

9 / 2 6 金

9 / 2 7 火

2 0 : 0 0調 査 日 時 　

6 4 名3 6 名

若 者 世 代 そ の 他

照 明 な し

若 者 世 代 そ の 他

1 . 8 倍

照 明 あ り
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上野御徒町

伊豆榮本店

不 忍 池

湯島駅

不 忍 通
り

上野広小路駅

日時：
調 査：
主 催：
協 力： 　 　

2 0 2 2 年 9 月 2 2 日（ 木） 〜 9 月 2 6 日 ( 月 ) の 夜 間 2 0 2 3 年 10 月
1 2 : 0 0  17 : 0 0  19 : 0 0  2 0 : 0 0 台
しのば ず いけまち 研 究 会＋東 京 大 学 都 市デ ザイン研 究 室
ぼ ん ぼり光 環 境 計 画



上野御徒町

伊豆榮本店

不 忍 池

湯島駅

不 忍 通
り

上野広小路駅

不 忍 通 り の 1 車 線 を 活 用 し た 不 忍 池 と 一 体 と な っ た 空 間 づ く り の 試 み

不忍通りの車道の一部を人のための空間に転用し公園と道路の境界を弱め、賑わいが道路に溢れ出すまちの将来像を共有する 。
界 隈 の 文 化 を 表 現 す る 本 ・ 雑 貨 ・ 飲 食 を 巡 り 、 色 ん な 角 度 か ら 場 の 豊 か さ を 体 感 し て も ら う 。

来 年 も 参 加 し た い ！
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持 ち 寄 り は 本 棚 で の 本 の 交 換 は 初 め て の 経 験 だ っ た が 、
気 に な る 新 し い 本 と 交 換 で き た

ち ょ う ど よ い 規 模 感 で 、
夜 も 素 敵 な 空 間 が で き て い た

池 の ほ と り の 開 放 的 な ブ ッ ク カ フ ェ 空 間 、
思 わ ず 長 居 し て し ま っ た

P
P

P

P

吹
貫
横
丁

1/500

車道活用ゾーン

植栽帯脇ゾーン池のほとり+木陰ゾーン

イベント
スペース
イベント
スペース

植栽帯展示スペース植栽帯展示スペース

ブックカフェ屋台

ブックバス

不忍池

不忍通り

水上音楽堂

0 30m
N

日時：

主 催：
後 援： 　 　

2 0 2 3 年 10 月 2 8 日（ 土 ） 1 5 : 0 0 〜 2 0 : 0 0
2 0 2 3 年 10 月 2 9 日（ 日） 10 : 0 0 〜 1 5 : 0 0
しのば ず いけまち 研 究 会＋上 野 元 黒 門 町 会＋池 之 端 仲 町 商 店 会
台 東 区  ＋  上 野 観 光 連 盟

赤 井 都 （ 言 壺 ）
鶯 谷 ハ ニ ー ラ ボ
う さ ぎ や CA FÉ+ 金 の 星 社
( 株 ) え ほ ん の 杜
小 池 屋
古 書 ほ う ろ う
S A N T  JOR DI
し の ば ず ス ー プ バ ー
シノバズブルワリーひつじあいす
し の ば ず 和 め ぐ り の 会
東 京 か わ ら 版
( 株 ) フ ォ ー ネ ッ ト 社

も の は い い よ う
夜 学 バ ー
B A R  L E ON
B o o k s & C o f f e e 谷 中  TA K I B I
L E  P E T I T  PA R I S I E N
N I R  I DE N T I T Y & B O OK  
古 書 み つ け  浅 草 橋
R i n ne.b a r / リ ン ネ バ ー

投扇興体験会
「はちみつのひみつ」紙芝居ライブ
パパ ’s 絵本ライブ

After

Before

Sketch

P la n

2 0 の 屋 台 と 3 つ の ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 五 十 音 順 ・ 敬 称 略 ）

不 忍 池 ブ ッ ク カ フ ェ  池 の ほ と り の 本 の み ち
a c t i o n 2 : 公 園 ＆ 道 路 一 体 活 用 実 験 イ ベ ン ト

新 た な 空 間 の 広 が り や 、 見 え 方 、
楽 し み 方 が 生 ま れ た の が よ か っ た



老 若 男 女 、 多 数 の 方 々 が 池 と ま ち を 回 遊

寄 生 型 本 棚

寄 生 型 屋 台

模 型

歴 史 展 示

文 化 を 感 じ さ せ る 店 舗

夜 の 空 間 の 演 出

寄 生 型 本 棚

寄 生 型 屋 台

模 型

歴 史 展 示

文 化 を 感 じ さ せ る 店 舗

夜 の 空 間 の 演 出

持 ち 寄 り 本 棚持 ち 寄 り 本 棚

来 場 者 が 持 ち 寄 っ た 本 を
会 場 の 「 持 ち 寄 り 本 棚 」
の 本 と 交 換 。

40

0 %

普段はない面白い光景が

・多様な空間が出来上がり、来場者の
  居場所に選択肢の幅ができた
・車道で呑んでいる姿、普段はない光景！

会場の設えが好評

・オリジナルなファニチャなどがあり、
  とても雰囲気がよかった
・あちこちに本棚があるのが面白かった

イベントとしても成功

・これまで出店したどのイベントよりも
  本が売れた！
・来年も是非参加したい

池 の ほ と り ゾ ー ン池 の ほ と り ゾ ー ン 植 栽 帯 脇 ゾ ー ン植 栽 帯 脇 ゾ ー ン 車 道 活 用 ゾ ー ン車 道 活 用 ゾ ー ン

1544 にん 808 にん

小 学 生 以 下小 学 生 以 下
1 3 %1 3 %

中 高 生中 高 生
2 %2 %

1 9 - 3 0 歳1 9 - 3 0 歳
2 8 %2 8 %

3 1 - 4 5 歳3 1 - 4 5 歳
3 3 %3 3 %

4 6 - 6 5 歳4 6 - 6 5 歳
2 0 %2 0 %

6 5 歳 -6 5 歳 -
5 %5 %

多 様 な多 様 な
世 代 の 来 場世 代 の 来 場
（ n = 2 7 6 ）（ n = 2 7 6 ）

1544 にん 808 にん

- 1 5 分- 1 5 分
9 %9 % 1 5 - 3 0 分1 5 - 3 0 分

9 %9 %

3 0 分 - 1 時 間3 0 分 - 1 時 間
4 9 %4 9 %

1 - 2 時 間1 - 2 時 間
2 4 %2 4 %

2 - 3 時 間2 - 3 時 間
6 %6 %

3 時 間 以 上3 時 間 以 上
3 %3 %

長 時 間長 時 間
楽 し む 人 も楽 し む 人 も
（ n = 3 9 ）（ n = 3 9 ）

い け か ら ま ち へ 、 ま ち か ら い け へい け か ら ま ち へ 、 ま ち か ら い け へ

出 店 者 か ら も 好 評 の 声出 店 者 か ら も 好 評 の 声1 0 /

1544 名 808 名

2 8 土 2 9 日

2 1 % 6 %

多 く の 人 が 車 道 に多 く の 人 が 車 道 に

99 %% 4 54 5 %%

1 81 8 %%

交 通 の 流 れ と 安 全 性 を 両 立 さ せ な が ら 開 催

0 50m
N

パイロン＋Aバリケード＋点滅灯

案内看板＋誘導員

案内看板「この先規制中」

案内看板「この先規制中」

パイロン＋Aバリケード＋点滅灯

パイロン＋Aバリケード＋点滅灯

ウォータータンクバリケード
誘導員

バス停誘導スタッフバス停誘導スタッフ バス停誘導スタッフ
会場案内スタッフ

都バス 都バス めぐりん

水上音楽堂 不忍池

イベント会場

警備会社誘導員 地元運営スタッフ

車 道 は 道 路 使 用 許 可 を 取 得 し て 活 用 す る こ と と し 、 ウ ォ ー タ ー タ ン ク バ リ ケ ー ド と A 型 バ リ ケ ー ド で 安 全 性 を 確 保 し た ほ
か 、 専 任 の 誘 導 員 な ら び に バ ス 停 誘 導 ス タ ッ フ を 配 置 し た こ と で 、 車 両 誘 導 や 仮 バ ス 停 へ の 誘 導 も ス ム ー ズ に 行 わ れ た 。

1544 にん 808 にん

危 険 を 感 じ る危 険 を 感 じ る
場 面 は な か っ た場 面 は な か っ た

8 2 %8 2 %

大 し た 危 険 を大 し た 危 険 を
感 じ な か っ た感 じ な か っ た

1 8 %1 8 %

常 に 危 険 を 感 じ た常 に 危 険 を 感 じ た
0 %0 %
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会 場 の デ ザ イ ン に も 工 夫 が あ り 、
特 に 危 険 を 感 じ る 場 面 は な か っ た

バ リ ケ ー ド が あ っ た こ と で 、
後 ろ を 通 る 車 も 気 に な ら な か っ た

無 機 質 な 車 道 が 豊 か な 空 間 に 変 わ り 、
公 園 の 空 間 が 広 が っ た よ う に 感 じ た

視 認 性 が 高 く 、 反 対 の 道 路 か ら で も
行 き た く な っ た

日 時 　 平 時 　 　 　 ： 2 3 年 1 2 月 2 - 3 日
　 　 　 イ ベ ン ト 時 ： 2 3 年 1 0 月 2 8 - 2 9 日
場 所 　 不 忍 通 り 上 野 四 丁 目 交 差 点
内 容 　 10 分間の赤信号での自動車停車台数を調査

周 辺 交 通 へ の 影 響 は 最 小 限周 辺 交 通 へ の 影 響 は 最 小 限 新 た な 試 み が 好 評 だ っ た 車 道 活 用 ゾ ー ン新 た な 試 み が 好 評 だ っ た 車 道 活 用 ゾ ー ン

Q. 出店中、危険を感じた場面は？（n=17）

車 道 活 用 ゾ ー ン の 出 店 者 か ら も 安 全 性 に 定 評車 道 活 用 ゾ ー ン の 出 店 者 か ら も 安 全 性 に 定 評

イ ベ ン ト 時 と 平 時 の 交 通 量 の 差 は 小 さ く 、
イ ベ ン ト に よ る 影 響 は 見 ら れ な か っ た 。

平 時
イ ベ ン ト 時

1 1 : 0 0 1 3 : 0 0 1 6 : 0 0 1 8 : 0 0

※ 来 場 者 へ の 利 用 店 舗
　 ア ン ケ ー ト よ り 算 出



“ 三 角 広 場 ” 日 替 り ブ ッ ク カ フ ェ
a c t i o n 3 : 不 忍 通 り ほ こ み ち 社 会 実 験 2 0 2 3 秋

不 忍 通 り に 池 と 街 を つ な ぐ 文 化 発 信 ス ペ ー ス づ く り を「 ほ こ み ち 」制 度 の 適 用 を 念 頭 に 短 期 目 線 で 進 め る ア ク シ ョ ン 。 地 下
駐 車 場 出 口 脇 の 歩 道 上 に あ る 通 称 「 三 角 広 場 」 に 着 目 し 、 仮 設 の 店 舗 と 展 示 ・ 滞 留 ス ペ ー ス を 設 置 し た 。

日時：

主 催： 　 　
後 援：

2 0 2 3 年 11 月 2 5 日（ 土 ） 〜 2 7 日（ 月）、 1 2 月 2 日（ 土 ） 〜 4 日（ 月）
11 : 0 0 〜 17: 0 0
しのば ず いけまち 研 究 会＋上 野 元 黒 門 町 会＋池 之 端 仲 町 商 店 会
台 東 区

「 歩 行 者 利 便 増 進 道 路（ ほ こ み ち ）」 指 定 を 目 指 し た 社 会 実 験

Before

After

Sketch

来 場 2 2 2 名 、 三 角 広 場 の 活 用 に 肯 定 的 な 意 見 が 多 か っ た

東 京 都 と 警 察 の 許 可 を 得 た 公 式 な 社 会 実 験 と し て 、 来 場 者 へ の ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 5 0 名 を 超 え る 方 々 か ら 三 角 広 場 に 対
す る 声 を 収 集 。 い た だ い た ご 意 見 を 踏 ま え 、 今 後 の 活 用 を 続 け て い き た い 。

継続すべき継続すべき

3 0 名 4 1 名6 0 名 4 7 名2 1 名 2 3 名

1 1 / 2 5 土
晴：13℃

w/ SANT JORDI

1 2 / 2 土
晴：13℃

w/ 夜学バー

1 1 / 2 6 日
時々小雨：7℃

w/ うさぎやCAFE

1 2 / 3 日
晴：15℃

w/ 夜学バー

1 1 / 2 7 月
晴：16℃

w/ SANT JORDI

1 2 / 4 月
晴：14℃

w/ 夜学バー

多 様 な多 様 な
世 代 の 来 場世 代 の 来 場
（ n = 5 6 ）（ n = 5 6 ）

3 0 代3 0 代
1 0 . 9 %1 0 . 9 %

4 0 代4 0 代
2 1 . 8 %2 1 . 8 %

5 0 代5 0 代
2 3 . 6 %2 3 . 6 %

6 0 代6 0 代
1 . 8 %1 . 8 %

好 意 的 な好 意 的 な
反 応反 応

（ n = 5 6 ）（ n = 5 6 ）

活 用 は 好 ま し い ／活 用 は 好 ま し い ／
比 較 的 好 ま し い比 較 的 好 ま し い

1 0 0 %1 0 0 %

まちに人が訪れるきっかけになる
まちや通りの印象が良くなる
気軽に休んだり買い物できる
地域の人や文化に触れられる

まちや通りに安心感が生まれる
このエリアで催事が増えそう

2 6
3 1
3 2

2 5
2 3

1 6

日 常 的 な 印 象 、 機 能 、 環 境 が 向 上 す る こ と へ の 期 待 の 声日 常 的 な 印 象 、 機 能 、 環 境 が 向 上 す る こ と へ の 期 待 の 声

Q. 三角広場の活用が好ましいと思う要因は？（複数選択、n=56）

上野御徒町

伊豆榮本店

不 忍 池

湯島駅

不 忍 通
り

上野広小路駅

三角
広場

42 43

こ う い う 場 所 を ど ん ど ん 増 や し て ほ し い

ス ケ ー ル 感 が ち ょ う ど よ か っ た

外 国 人 の 方 や ペ ッ ト 連 れ の 方 も ！

マ ル シ ェ や ミ ニ フ リ マ な ど に 向 い て い そ う

7 0 代7 0 代
1 2 . 7 %1 2 . 7 %

2 0 代2 0 代
2 9 . 1 %2 9 . 1 %



「 ほ こ み ち 」 的 な 発 想 で 上 野 の ま ち づ く り を つ な げ た い 。
最 先 端 の ウ ォ ー カ ブ ル 都 市 を 目 指 し て …

中 央 通 り と と も に つ く る ウ ォ ー カ ブ ル の 中 心

44 45

イ メ ー ジ し て い る 今 後 の プ ロ セ ス

不 忍 通 り か ら は じ め る メ リ ッ ト

広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク・

交 通 量 の 観 点 か ら 、 車

道 の 転 換 も 視 野 に 入 れ

て 考 え や す い 。

上 野 公 園 に 面 し て お り 、

ま ち づ く り ビ ジ ョ ン の

「 杜 と ま ち を 重 ね 、 つ な

ぐ 」 を 象 徴 的 に 示 せ る 。

沿 道 の 権 利 関 係 者 が 比

較 的 限 ら れ て お り 、 社

会 実 験 レ ベ ル で の 合 意

形 成 が と り や す い 。

仲 町 通 り で の 活 動 実 績

が あ り 、 行 政 と の 信 頼

関 係 も あ る た め 、 活 動

を 展 開 し や す い 。

許 可 を
得 や す い

1 .

ビ ジ ョ ン を
伝 え や す い

2 .

合 意 形 成
し や す い

3 .

行 動 に
移 し や す い

4 .

3 年 前 - 現 在

い け ま ち 研 究 会 を 発 足
し 、 近 隣 の 方 々 を 巻 き
込 み な が ら 、 コ ン セ プ
ト づ く り と 実 験 的 な イ
ベ ン ト か ら ス タ ー ト

現 在 - 3 年 後

継 続 的 な 社 会 実 験 を 行
い 、 交 通 へ の 影 響 を 広
域 的 に 検 証 。 ほ こ み ち
指 定 で 地 元 に よ る 活 用
を 日 常 化 し て い く 。

公 園 / 道 路 / 民 地 の 管
理 区 分 を 超 え 、 将 来 の
空 間 像 を 共 有 す る 。 民
地 側 で は 沿 道 ガ イ ド ラ
イ ン の 運 用 を 目 指 す 。

3 - 5 年 後

研 究 会 発 足
チ ー ム づ く り
実 験 イ ベ ン ト

社 会 実 験 の 継 続
広 域 交 通 調 査
ほ こ み ち 指 定

官 民 共 有 ビ ジ ョ ン
マ ネ ジ メ ン ト 組 織
沿 道 ガ イ ド ラ イ ン

上 野 公 園 の 次 回 再 整 備
時 期 を 目 処 に 、 道 路 空
間 再 編 、 水 上 音 楽 堂 や
植 栽 帯 の 大 規 模 リ ノ
ベ ー シ ョ ン を 実 施 。

5 - 1 0 年 後

道 路 空 間 再 編
水 上 音 楽 堂 や
植 栽 帯 の 改 修

袴腰広場袴腰広場

不忍通
り

不忍通
り

春日通り春日通り

中
央
通
り

中
央
通
り

昭
和
通
り

昭
和
通
り

広域交通を捌きつつ
杜とまちをつなぐために
ほこみち的発想を取り入れる

広域交通を捌きつつ
杜とまちをつなぐために
ほこみち的発想を取り入れる

直接的に杜とまちをつなぐ区域で
広域交通も他で代替できるため
積極的にほこみち的空間を目指したい

直接的に杜とまちをつなぐ区域で
広域交通も他で代替できるため
積極的にほこみち的空間を目指したい

横丁・路地的な魅力を伸ばす
（仲町通りや吹貫横丁など）
横丁・路地的な魅力を伸ばす
（仲町通りや吹貫横丁など）

横丁・路地的な魅力を伸ばす
（学問のみちなど）

横丁・路地的な魅力を伸ばす
（学問のみちなど）（湯島天神）（湯島天神）

（パンダ広場・御徒町駅）（パンダ広場・御徒町駅）

（上野駅）（上野駅）

横丁・路地的な魅力を伸ばす
（アメ横など）

横丁・路地的な魅力を伸ばす
（アメ横など）円滑な交通を

優先する道路
円滑な交通を
優先する道路

（旧岩崎邸）（旧岩崎邸）



『 し の ば ず い け ま ち 研 究 会  コ ン セ プ ト ブ ッ ク 2 0 2 1 - 2 0 2 3 』

2 0 2 4 年 3 月 2 3 日 発 行

発 行 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会

作 成 ： 東 京 大 学 大 学 院 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室

こ の 冊 子 に つ い て
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し の ば ず い け ま ち 研 究 会
T w i t t e r は こ ち ら ▼

2 0 2 4 年 度 以 降 も 定 期 的 な 活 動 を 続 け ま す 。

活 動 に 参 加 し て み た い 方 は お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

問 合 先 ： し の ば ず い け ま ち 研 究 会 事 務 局 （ 東 京 大 学 大 学 院 都 市 デ ザ イ ン 研 究 室 内 ）

　 　 　 　 s h i nob a z u - i ke mac h i @ ud . t .u - t o k y o. ac . j p

一 緒 に 活 動 し て く れ る 方 を 募 集 し て い ま す 。

赤 松 　 京 佳 （ 東 京 大 学 ）

阿 子 嶋 　 翔 （ 東 京 大 学 大 学 院 )

新 榮 　 宏 茂 （ 池 之 端 茅 町 町 会 ）

飯 島 　 充 実 （ 株 式 会 社 ア ミ ュ ー ズ )

飯 島 裕 佳 子 （ NSKRE ホ ス ピ タ リ テ ィ 株 式 会 社 ）

五 十 嵐 泰 正 （ 上 野 ま ち づ く り 協 議 会 ）

大 谷 　 宗 徳 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

岡 　 侑 之 助 （ 筑 波 大 学 ）

小 野 　 道 生 （ 株 式 会 社 都 市 計 画 設 計 研 究 所 )

勝 瀬 　 　 信 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

近 藤 　 剛 司 （ 台 東 区 立 下 町 風 俗 資 料 館 ）

齋 藤 　 唯 史 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

末 次 　 孝 行 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

鈴 木 　 大 輔 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

高 澤 　 豊 希 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

橘 　 　 俊 輔 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

谷 口 　 拓 也 （ う さ ぎ や ）

竹 内 　 敬 一 （ 十 三 や 商 店 )

辻 岡 　 長 之 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

土 肥 　 好 美 （ 伊 豆 榮 ）

道 明 葵 一 郎 （ 有 職 組 紐 道 明 )

中 島 　 直 人 （ 東 京 大 学 大 学 院 )

永 野 　 真 義 （ 東 京 大 学 大 学 院 )

二 谷 　 仁 吾 （ 小 池 屋 呉 服 店 )

平 野 　 真 帆 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

深 澤 　 　 文 （ 千 葉 大 学 ）

福 岡 　 俊 弘 （ 合 同 会 社 ス ノ ウ ク ラ ッ シ ュ )

藤 井 　 靖 子 （ き も の 池 之 端 藤 井 )

藤 井 裕 美 子 （ き も の 池 之 端 藤 井 )

萩 原 　 良 季 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

前 川 　 弘 美 （ 長 岡 商 事 株 式 会 社 )

水 野 　 謙 吾 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

宮 内 　 雅 康 （ 有 限 会 社 宮 内 写 真 場 )

元 吉 　 千 遥 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

森 重 　 伸 悟 （ 元 黒 門 町 町 会 )

森 田 　 　 葵 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

山 内 　 瑞 樹 （ 東 京 大 学 ）

山 口 　 康 平 （ 日 鉄 興 和 不 動 産 株 式 会 社 ）

山 田 　 真 子 （ 東 京 大 学 大 学 院 ）

吉 川 恵 理 子 （ 株 式 会 社 パ ル コ ）

和 栗 千 明 姫 （ 東 京 大 学 ）

研 究 会 参 加 メ ン バ ー

（ 五 十 音 順 ・ 敬 称 略 ）




